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学校だより

令和８年が明けて、早、ひと月が過ぎました。私は、令和４年度より、１月になると中学校長の一人と

して亀岡市の「はたちの会」に出席しています。亀岡市では、中学校毎に「はたちの会」の対象となる学

年から委員を選出し、実行委員会を立ち上げて、思い出深い催しとなるようにと準備されています。本

年度は令和３年３月に中学校を卒業した皆さんが主役。配布された資料に目を通していると、そこに

は、かつて勤めた中学校で見覚えのある懐かしい生徒の写真があり、自然と当時のことが思い出され

ました。日常の一コマやうれしいエピソードも蘇りますが、私は「この子たちは、コロナ禍の本当に苦し

い生活をよく乗り越えたな。」と胸が熱くなるのを覚えました。 

令和２年度の中学３年生は、修学旅行に行っていません。中学２年の３月より臨時休校となり、６月

に登校が再開したと思えば、マスク、消毒、ソーシャルディスタンスという言葉がつきまといました。さら

に、ひとたび感染状況が悪化すれば、様々な行事や部活動が中止されました。そんな中でも、逆境に

負けることなく、友達どうし認めあい、支えあい、学びあって、授業や部活動に励んでいました。限られ

た条件の中で、前向きに取り組むことを大切にし、その瞬間を楽しんでいました。３年間、感染症予防

のために行動を制限するという社会のニーズと、いっぱい、いろんなことをしたいという自分の思いと

の板挟みの中で生活してきました。時には、自分が思い描いていたことを実現できなかったり、日々の

成果を発揮する場を失ったり、残念で悔しい思いをしたことがあると思います。そのような中でも、逆

境に負けることなく、次の３つの態度を大切にして、前向きに取り組みました。 

「人それぞれの立場や状況、心情を理解すること」「一人一人が今できることを考えて知恵を出し合

うこと」そして「お互いに認め合い、応援し合うこと」この３つの態度を心掛けてきたことにより、これから

の人生でも大切にしたいことを学びました。 

例えば、コロナ禍前には、気にも留めていなかった「当たり前、普通と思っていたことができる喜び」

そして「それを支えてくれた家族、友達の存在のありがたさ」さらに「いつも自分の側にいる家族、友達

をはじめ、後輩、先生、地域の人達など、日常で触れ合う人とのつながりの尊さ」これらを強く感じるこ

とがあったと思います。 

あれから数年経ちましたが、「はたちの会」の代表が述べた『はたちが伝えたいこと』では、「人との出

会いや支えにより今の自分があることへの感謝」や「自分らしさを互いに認め合う生き方への思い」を

糧として、これからも人との繋がりを大切にする大人へと歩んでいく決意を語っていました。また、本年

度の「はたちの会」のしおりには次のような記載があります。～～今年のはたちの会のテーマは『結耀

新咲（けつようしんしょう）』です。このテーマには、はたちの節目を機に、これまでの歩みや出会いを

『結』び、その絆や努力がひかり『耀』き、これから進む『新』たな場所で、それぞれが大輪の花を『咲』か

そうという思いを込めました。～～これを読み、二十歳を迎えた若者達の心にコロナ禍で学んだことが

今でも刻まれていると感じました。彼らの中学校時代をともに過ごした教員の一人として、「やりきれな

い気持ちで沈んだ日々があった分、これからは明るく、生き生きと過ごせる日々が続いて欲しい。ま

た、中学、高校と、耐え忍んで過ごす中で学んだことを、自分のために、これからに活かしてほしい。」と

改めて願いました。最近、「記憶が風化しないようにしたい。」という言葉を幾度か耳にすることがあり

ました。是非この機会に、皆さんの心の中にあるコロナ禍で学んだこと、考えたことに問いかけ、生きる

糧としてほしいと思っています。                               校長 藤田 光宣 
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学
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全
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１ 子どもや保護者にとって信頼

できる。  
２ 子どもは楽しく学校生活を送

っている。  
生

徒

指

導 

３ 親身になった指導が行われて

いる。  
４ 子どもたちは挨拶ができる。 

 
学

習

指

導 

５ 子どもたちは授業がわかりや

すいと感じている。  
６ きめ細かな学習指導が行われ

ている。  
人

権 

７ 人権を大切にした教育活動が

行われている。  
特

活 

８ 自主性や自治力を育てる教育

活動が行われている。  
部

活

動 

９ 子どもたちは、楽しく充実し

た部活動を行っている。  

安

全 

10 安全指導等が適切に行われて

いる。  
環

境 

11 施設や環境の整備・美化に努

めている。  
広

報 

12 各種だより・ホームページ等

で情報提供に努めている。  
家

庭 

13 家庭で学校の出来事や様子な

どについて話をする。  
P 
T 
A 

14 PTA活動や奉仕活動などに積極

的に参加している。  

連

携 

15 家庭や地域と連携・協力して

教育を進めている。  
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※    そう思う     どちらかというとそう思う     どちらかというとそう思わない     そう思わない 

回収率 全体：58.4%  （１年：73.2% ２年：49.3% ３年：52.7%） 

保護者対象「令和７年度 南桑中学校教育推進のためのアンケート」結果 

教育推進のためのアンケートにご協力いただきありがとうございました。 

わかりやすい授業、きめ細かな学習指導については、今後も指導方法の工夫・改善に取り組んでいきたい

と思います。そして南桑中学校の伝統である「挨拶を大切にする学校」を引き続き多方面から取り組んでい

きたいと思います。また昨年と同様に、９０％を超える保護者から学校を信頼していただいているという評価

を頂きました。今後とも信頼できる学校づくりを進めてまいりたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日（月） ２年生保津川下り環境教育    12日（木） 「友情の５円玉キャンペーン」募金活動 

６日（金） 漢字検定            13日（金） 「友情の５円玉キャンペーン」募金活動 

７日（土） レシテーションコンテスト    16日（月） 公立前期選抜 

９日（月） 生徒会交流会          17日（火） 公立前期選抜 

10日（火） 私立入試            24日（火） 公立前期発表 

11日（水） 私立入試            25日（水）～ 27日（金）１・２年生定期テストⅤ 

2月行事予定 


